
■地主の地は、地域の地■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 223号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 
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1. ブログから：地主の地は、地域の地 

 

■地主と所有者の違い 

地主とは「土地の持ち主」と思われがちだが、実は土地所有者のことでは無い。 

地域を統治する領主から集落ごとに任命された「役人」のような立場で、「年貢のとりまとめ」が主な役割だっ

た。 

豊臣秀吉の太閤検地以降、農地はそこを耕す耕作者が所有することとなったが、個別に年貢を取り立てるのは大

変なので、集落ごとに所有者の中から地主を選び、集落分の年貢をまとめて納める役を担った。 

すべての耕作者が豊作なら良いのだが、一部でも凶作となるとその分の補填をしなければならない。 

その時、農地を担保に貸し借りがなされたため、借りがかさんだ耕作者は農地を地主に差し出して、小作人とし

て耕作を続けた。 

・ 

■地主の地は地域の地 

こうして各地に大地主が生まれるが、土地が金銭で売買された例はほとんどなかったようだ。 

むしろ、集落全体が緩やかな大家族となっていった。 

当時の地主を現代に置き換えるなら、役所や税務署の出先として、年貢を集めるために奔走ずる町会長のような

イメージだ。 

電気や水道はもちろんのこと、社会インフラなどほとんど存在しない自給自足の時代だったので、集落の人々が

助け合わなければ耕作も出荷もおぼつかない。 

結局地主の仕事は、役所や農協だけでなく、冠婚葬祭、防災や消防、医療や介護、そして娯楽や観光までおよそ

すべてに及んでた。 

あえて言うなら「地主の地」は、「土地の地」でなく、「地域の地」だと僕は思う。 

・ 



■地主の消滅 

ところが黒船がやってきて、日本は開国を迫られ、全国がばらばらに自給自足などしている場合でなくなってし

まった。 

国を統一し、強い経済と軍隊を生み出さなければ、西洋の属国にされてしまうだろう。 

幕藩体制を倒して生まれた明治政府は、富国強兵を推進するため、年貢制度によるコメ経済から貨幣経済への移

行を実施した。 

官（行政機関）と民（営利企業）がすべてを担うことになり、役割を失った地主は消えて土地所有者となった。 

土地を財産化することで、課税する代わりに自由な売買を可能にし、血縁者に相続することで個人への配分を推

し進めた。 

こうして日本は、瞬く間に列強諸国と戦うようになり、致命的な敗北さえも乗り越えて奇跡的な復興と成長を成

し遂げた。 

・ 

■地主とコミュニティ 

だが、日本全体が豊かになり成長の時代が終わると、少子高齢化による人口減少が始まった。 

競争による淘汰が国内の格差を広げるようになり、都会への集中と地域社会の衰退が加速した。 

今や都内の新築分譲マンションが半分以上駅から 5分以内に建設されているというから、もはや都会の中でも淘

汰が進んでいる。 

豊かな社会とは、土地や家に縛られていた封建主義から解放し、人々を個人レベルに分解して地域を崩壊させる

ことなのか。 

封建社会からの解放とは、逃げ出すことでなく個人の自由を尊重することで、束縛や差別を解消することでは無

いだろうか。 

・ 

■地主の再生 

また、地域経営とは、成功や失敗で終わることでなく、いつまでも継続することを目指さなければ意味がない。 

儲からなければ撤退する企業や、住民が減ると合併する自治体などに任せられない。 

そこで僕は、地主の再生を思い立った。 

かつて国中の集落が自給自足の経済と独自の文化を生み出し担ってきたのは、官でも民でもない地主とその家族

たちだった。 

かつての地主が、領主に命じられた地域社会のお目付け役なら、新しい地主は自らが領主となる領民のこと。 

血族でつながる家族や相続制度に縛られず、地域を担う仲間たちと法人を作って、土地という地域を経営する人

たちのことだ。 

・ 

■地主の育成 

土地を個人が所有していては、永続的な土地経営を実現できない。 

土地は法人が所有し、その法人に所属する仲間たちを集め、家族のように率いていくのが新しい地主の役割だ。 

また、土地は細かく分割して個別に所有するよりも、法人がまとめて所有した方が、収益や費用を合理的に配分

できる。 

つまり、土地と人をバラバラに孤立させるのでなく、願いを共有する仲間たちが持ち寄れば、新しい地域を生み

出せる。 

地主とは、土地の主でなく、地域の主だと先ほど述べたのは、そういう意味だ。 

だから、土地の所有者だけでなく、その土地利用に関わる家族や仲間も地主になって欲しい。 

ある意味で、封建時代から今もなお続く「血縁家族による土地継承（相続）」に対し、別の方法を知って欲しい。 



・ 

■地主の学校 

いよいよ下記の日程で、地主の学校がスタートする。 

当面は月に一度のペースで開催するので、このブログではその予告をお伝えしたい。 

 

地主の学校 第 1回 

テーマ：地主の地は、地域の地 

日 時：2019年 8月 17日（土）10-12時 

場 所：笑恵館 東京都世田谷区砧 6-27-19 

受講料：3,000円 

 

詳しくは、このメールに返信ください。 

 

http://nanoni.co.jp/20190811-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：お盆休みは稼ぎ時 

 

例年のことですが、今年もお盆休みは休まず仕事します。 

予定表には、 

（水）08/14 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

（金）08/16 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

とありますが、笑恵館の留守番補助スタッフがいるので、17-18 時に戸締りで戻る以外は外出できますので、ど

こへでもお邪魔します。 

土地活用などのご相談は、必ず現地を拝見したいので、気軽にご連絡ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）08/12 〇作業日・面談可（青葉台） 

（火）08/13 〇17時から面談可（笑恵館） 

   10-12時 ●いづみ PJT・MTG（横浜） 

14-16時 ●UST・MTG（駒場） 

（水）08/14 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

（木）08/15 〇13-18時 面談可（笑恵館） 



13-18時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

18-20時 ★持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）08/16 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

（土）08/17 〇10-18時 面談可（笑恵館） 

10-12時 ★地主の学校・初級編 ① 

（日）08/18 ◎休業日・終日面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

08/22 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

08/24 ★まつむら塾（笑恵館） 

08/25 ★名栗の森オーナーシップクラブ 8月例会（名栗） 

09/12 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

09/12 ★笑恵館クラブ運営会議 

09/13 ★カプラー起業交流会（三茶） 

09/19 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

09/20 ★地主の学校・初級編 ② 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


